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関東近海のマサバについて (平成18年の調査および研究成果)

千葉県水産総合研究センター,静岡県水産試験場,神奈川県水産技術センター,

東京都島しょ農林水産総合センター (平成18年12月)

平成 18年のたもすくい漁は,1月 12日から三宅島周辺

でゴマサバ主体の操業が開始された｡三宅島周辺海域の水

温は2月中旬から3月上旬までは18℃台で安定 し,1夜 1

隻平均 20トン以上のまとまった漁獲が続いたが,3月中

旬以降,黒潮が更に離岸 し15-16℃に低下 し,漁模様は

不調となった｡一方,マサバは1-3月はほとんど無 く,4

月下旬から北部海域に17-18℃の暖水が波及 し,利島～

大室出しにマサバ主体ゴマサバ混じりの漁場が形成され,

1夜 1隻平均 10トン以上の漁獲が5月下旬まで続いた｡5

月下旬からは三宅島周辺海域で,より多獲可能なゴマサバ

狙いの操業となり,以降,同海域を主漁場として操業した｡

マサバは30-35cm (尾叉長)の2歳魚 (2004年級群)が

漁獲のほとんどを占めた｡ゴマサバは25-35cmの大きさ

の ものが多 く漁獲されたが,漁獲の主体 となったのは

26-29cmと31-32cmにモー ドをもつ2歳魚 (2004年級

群)と思われるものであった｡

1-6月の千葉県 ･神奈川県 ･静岡県の水揚量は,マサ

バは421トンと昨年 (141トン)を上回った｡一方,ゴマ

サバは1夜 1隻平均漁獲量が 9.3トンと前年 (8.1トン)

を上回ったものの,水場量は2,209トンで,燃料費の高騰

や単価安による出漁隻数の減少などにより,昨年同期の水

揚量3,752トンを大きく下回った｡

漁獲されたマサバの大きさはウロコを用いた年齢査定の

結果,1歳魚 (2005年級群):21-27cm,2歳魚 (2004

年級群):22-37cm,3歳魚 (2003年級群):27-39cm,

4歳魚 (2002年級群):33-41cmと推定された｡また,

年齢別の漁獲尾数は1歳魚 12,446尾,2歳魚 841,168尾,

3歳魚 78,265尾,4歳魚 34,056尾,5歳魚以上 5,537尾

となった｡

浜岡原子力発電所前面海域温排水調査結果報告書 (平成17年度)

静岡県 (平成17年 3月)

水温遵続航走結果については,温排水の分布状況を夏季

調査と冬季調査で比較すると夏季調査は冬季調査よりも広

範囲に分布 していた｡また,冬季調査時の下げ潮時には沿

岸流が強く,温排水は調査海域の北東部の沿岸部を通過 し,

調査海域外へ流出していた｡

夏季調査では,上げ潮時調査と下げ潮時調査での水温水

平分布を比較すると,温排水の分布状況は両潮時とも南東

方向に分布する傾向がみられるものの,その傾向は下げ潮

調査時に顕著に見られた｡また,水温差から算出した各温

度分布範囲の面積を比較すると,4℃以上の分布面積は下

げ潮調査時が上げ潮調査時に比較 して大きく,約 4倍を示

した｡2℃以上とloC以上の分布面積はほぼ同程度であっ

た｡

冬季調査では,上げ潮時調査と下げ潮時調査での水温水

平分布を比較すると,温排水は上げ潮時に南方向の沖合側

へ広 く分布 し,下げ潮時には沿岸に沿って東側へ分布 して

いた｡また,水温差図から算出した各温度分布範囲の面積

を比較すると,2℃以上及びloC以上の分布範囲ともに上

げ潮調査時が下げ潮調査時に比較 して大きく,それぞれ

1.4倍,3.8倍を示 した｡

水温 ･塩分定点観測結果については,水温鉛直断面を夏

季調査と冬季調査で比較すると,夏季調査では,下げ潮時

に沿岸流の影響を受け温排水は各放水口から南東方向に分

布する傾向が見られた｡冬季調査では上げ潮時に沿岸流の

影響を受け,温排水の分布は見られなかった｡

夏季調査では,上げ潮調査時と下げ潮調査時での水温 ･

塩分鉛直断面を比較すると,上げ潮時には沿岸流の影響は

ほとんど見られず,各ラインの放水口前面の測点を中心に
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南方向へ分布する傾向が見られた｡下げ潮時には沿岸流の

影響を受け,各ライン放水口前面の測点から東側の測点に

かけて分布する傾向が見られた｡

冬季調査では,上げ潮調査時と下げ潮調査時での水温鉛

直断面を比較すると,上げ潮時には沿岸流の影響を強く受

け,各ラインで温排水の分布は見られず,14℃台の一様な

水温分布を示した｡下げ潮時には沿岸流の影響はほとんど

見られず,各ラインの放水口前面の測点を中心に両方向へ

分布する傾向が見られた｡

トラフグ放流効果調査におけるイラス トマ-標識の適用

田中寿臣*1･中西尚文♯2･阿知波英明*3･町田雅春★1･大河内裕之♯5 ･

栽培漁業技術開発研究,3(1),43-51(2006)

トラフグの放流効果調査にイラストマー標識を導入し,

標識の装着方法および発見方法に関する技術改善を行った｡

既存の放流群から標識色 (蛍光/非蛍光)および装着部位

(胸鰭基部/同下部)が異なる実験群を設定 し,放流前後

の状態を確認した結果,蛍光色は非蛍光色より発見率が高

く,胸鰭基部は同下部より視認性に優れていた｡イラスト

マー標識の優れた群識別性能を引き出すには,使用方法や

調査方法に工夫が必要であり,導入に際しては経費も含め

た事前検討が必要と考えられた｡

り静岡県水産試験場漁業開発部

*2三重県科学技術振興センター水産研究部鈴鹿水産研究室

*3愛知県水産試験場

*1(独)水産総合研究センター宮津栽培漁業センター

ヰ5(独)水産総合研究センター宮古栽培漁業センター

トラフグの長期飼育試験から推定したイラス トマ-標識

の脱落率とその補正法

大河内裕之り･町田雅春*2 ･田中寿臣♯3 ･小泉康二*4･阿知波英明事5 ･

甲斐正信暮6 ･中西尚文り･中島博司*8

栽培漁業技術開発研究,

イラストマー標識の脱落により過少推定された回収値の

補正方法を検討した｡標識を付けたトラフグを3年間飼育

し,標識の保持状態の変化を観察 した結果,初期の装着状

態が良好な個体群はその後の保持率も高いが,逆の場合は

著しく低下することがわかった｡5通りの装着状況を仮定

して補正率を試算 した結果,装着状態が良好な場合には3

年後でも脱落補正の必要はないが,そうでない場合は最大

で2.3倍の補正が必要と考えられた｡

34(1),53-58(2006)

*1 (独)水産総合研究センター宮古栽培漁業センター

*2(独)水産総合研究センター宮津栽培漁業センター

*3静岡県水産試験場漁業開発部

*4静岡県水産試験場浜名湖分場

事 5愛知県水産試験場

*6愛知県水産試験場漁業生産研究所

り三重県科学技術振興センター水産研究部鈴鹿水産研究室

*8三重県科学技術振興センター水産研究部
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静岡県のシラス漁業における黒潮大蛇行の影響

鈴木朋和 ･海野幸雄り

月刊海洋,38(1),

2004年漁期に静岡県のシラス漁業は極度の不漁となり,

その原因として 2004年夏季に発生 した黒潮大蛇行の影響

が疑われたことから,2004年と過去の黒潮大蛇行時のシ

ラス漁況,カタクチイワシ産卵状況,プランクトン量につ

いて整理を行った｡

過去の大蛇行時にも不漁が発生 しており,不漁となる要

因については,(1)黒潮大蛇行に伴って内側反流が発達し,

静岡県沿岸が黒潮系水に覆われることで,一次生産力の低

下,頻繁な海水交換により餌料環境が悪化し,シラスの生

46-51(2006)

残 ･成長に悪影響がでること,(2)内側反流の発達により,

カタクチイワシ卵や仔魚が沿岸域から流去しやすくなり,

また沿岸水が縮小することで漁場形成が難しくなること,

(3)黒潮がA型流路へ変化する過程において蛇行の北上

部が熊野灘から遠州灘を通過する際に黒潮本流が遠州灘沿

岸に極めて接岸することから,カタクチイワシ卵や仔魚が

沖合いへ流去してしまうこと,が考えられた｡

*1静岡県水産試験場漁業開発部

静岡県における春漁シラス漁況予測について

鈴木朋和り

黒潮の資源海洋研究,

水産試験場で毎年 3月のシラス漁解禁前に実施している,

春漁の漁況予測について,予測手法の整理を行い,その問

題点について検討を行った｡

従来用いていた親魚漁獲量との単相関による予測では,

長期的には正の相関が認め られるが, 近年のデータ

(1997-2005年)では相関が認められなかった｡また,予

測値と実績値には大きなばらつきがあり,予測精度が不十

分であった｡

新たな手法として海況条件を含めた重回帰分析を行った

ところ,各要素では相関関係が認められるものの,変数減

7,35-38(2006)

少法による重回帰分析では,カタクチイワシ水揚量の標準

偏回帰係数が最も大きく重回帰式に強い影響を及ぼしてい

ること,海況に関する変数がほとんど除かれたことから,

予測式に海況条件をうまく取り込むことができなかったと

判断された｡

これらの予測では精度が低く信頼性が低いことが判明し

たが,これは静岡県海域におけるシラス漁場の形成機構や

漁場形成に影響を与える要因を把握し切れていないまま予

測を行っていることが主原因と考えられた｡

り静岡県水産試験場漁業開発部
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遊泳脚の過剰再生を用いたガザミの標識(英文)

KazutoshiOkamoto*I

FisheriesScience,72,

ガザ ミの簡易標識技術を開発するために,遊泳脚切除に

よる標識方法を検討 した｡全甲幅40mmのガザ ミの右遊

泳脚指節を解剖バサミで切除し,その回復状況を観察 した｡

横断的に切除することにより,2回目の脱皮時にすべての

個体で過剰再生による変形遊泳脚を得た｡漁獲物サイズに

1121-1123 (2006)

成長 した6回日の脱皮後においても同様の変形がすべての

個体に確認され,標識装着率は100%であった｡切除によ

り誘発された過剰再生は標識として有効であり,目視で判

別できるガザミの簡易標識が可能となった｡

*1静岡県水産試験場利用普及部

南伊豆海域におけるイセエビのプエルルス採集量の

変化と黒潮流型との関係

成生正彦り･山田博一*2･長谷川雅俊*2

栽培漁業技術開発研究 34(1),13-32(2006)

1989-2004年に伊豆半島南部の白浜と石廊崎でコレク

ターによるイセエビのプエルルス採集を行った｡コレクター

によりプエルルスの採集性能に差が認められた｡プエルル

スは4月から11月まで採集され,7-9月の夏季に出現の

ピークがあった｡採集 されたプエルルスの頭胸甲長は

5-8mmであった｡黒潮流型とプエルルス採集の関係は

出現頻度の高いA,C,N型では白浜,石廊崎とも伊豆半

島に接岸 しているA,N型で採集が多かった｡出現頻度

の低いB,D,W型では白浜,石廊崎で採集傾向に差がみ

られ,黒潮流型以外の要因が作用していると考えられた｡

*1独立行政法人水産総合研究センター南伊豆栽培漁業センター

*2静岡県水産試験場伊豆分場

南伊豆海域に来遊 したイセエビ幼生の漁獲への加入状況

山田博一事1･長谷川雅俊り･成生正彦*2

栽培漁業技術開発研究34(1),33-41(2006)

1989-2004年に伊豆半島南部の白浜と石廊崎でコレク

ターによるイセエビのプエルルスおよび椎エビの採集を行っ

た｡プエルルスおよび椎エビの採集個体数は1990,1994,

1999,2002,ならびに2004年に多く,採集の多かった年

でも特に1994,1999,ならびに2002年の翌年に子エビの

漁獲個体数が大きく増加 した｡さらに,その翌年秋の漁獲

物では頭胸甲良30-50mmにモー ドが認められ, これら

は子エビが成長 したものと判断された｡このことから,こ

れらの年にイセエビ幼生の卓越 した加入があったと考えら

れた｡

'1静岡県水産試験場伊豆分場

*2独立行政法人水産総合研究センター南伊豆栽培漁業センター
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アイゴの海藻摂食に及ぼす振動流の影響

川俣茂り ･長谷川雅俊 *2

日本水産学会誌,72(4),717-724(2006)

アイゴの海藻摂食に及ぼす振動流の影響を回流水槽で調

べた｡尾叉長 27cmのアイゴは食欲の増加に伴い,より強

い振動流の中でアラメ･カジメをより多く摂食したが,負

欲旺盛な時期でもその摂食は流速振幅 1.1m/Sで半減 し,

1.5m/S程度で停止 した｡この摂食限界はより大型の個体

でもあまり増加 しないことが体長の異なる個体の遊泳速度

から示唆された｡これらの結果を本州中部太平洋沿岸で予

測される波動流速に当てはめてみると,アイゴの海藻摂食

が活発化すると,波動流によって制限される可能性は極め

て低いことが示唆された｡

～l水産工学研究所

辛2静岡県水産試験場伊豆分場

アイゴによるアラメ･カジメ摂食に及ぼす波浪と水温の影響

川俣茂り ･長谷川雅俊*2

水産工学,43(1),

アイゴによるアラメ･カジメの摂食に関して波浪による

振動流と水温の効果を評価するために室内実験を行った｡

20℃の一定水温では7月～8月は摂食量は少なく,以降 11

月までは増加した｡摂食活動が最も高い時にその摂食は流

速振幅 1.1m/Sで半減 し,1.5m/S程度で停止 した｡昇温

条件下での実験からカジメを最初に食べ始める閥値は7月

下旬a)23℃から11月上旬の17℃まで時期によって変化し

た｡一度摂食が高い状態に達した後の降温条件下では,摂

食量は水温が19℃より低くなるまで高い水準を維持した｡

717-724(2006)

そして 16℃の摂食停止に向かって減少 した｡予想に反 し

て,実験結果と波動流速振幅の試算からアイゴのアラメ･

カジメ群落に対する破壊的な摂餌は本州中部太平洋沿岸の

波浪によって抑制される可能性は極めて低いことが示唆さ

れた｡アイゴの摂餌生態の解明については,今後研究課題

として残された｡

～l水産工学研究所

*2静岡県水産試験場伊豆分場

駿河湾深層水中で培養したカジメEckloniacava
(Phaeophyeeae)幼体の生長

表層海水との比較および光量 ･水温の影響

二村和視'l･岡本一利■1･高瀬進り

海洋深層水研究,

カジメ幼体の生長に及ぼす駿河湾深層水,光量,水温の

影響について調べた｡深層水区で培養した幼体の介在生長

速度は2.9±0.4mm day-1であり,表層海水区での生長速

度 2.4±0.5mm dayー1に比べて1.2倍高かった｡高光量区

(1.OEm~2day~1) での介在生長速度は 3.0±0.6mm

day~】であり,低光量区 (0.3Em~2dayー1)での生長速度

(1.0±0.1mm day~1)に比べて高かった｡また,低 ･中

水温区での介在生長速度は1.8±0.3mm dayー1であり,高

7(1),9-15(2006)

水温区での1.5±0.5mm dayー1に比べて 1.2倍高かった｡

茎状部の生長については,試験Ⅱでの高光量区および試験

Ⅲの低 ･中水温区において高い生長を示したが,試験 Ⅰに

おいて深層水と表層水での生長の差はなかった｡このよう

に幼体の生長速度が速いことから,駿河湾深層水は培養海

水として利用価値が高く,また深層水を培養海水とする際

には光量約 1Em~2day~',水温 13-16℃が適 していた｡

り静岡県水産試験場利用普及部
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平成 17年度資源増大技術開発事業報告書

静岡県水産試験場伊豆分場 (2006)

アワビの資源生態の解明,放流技術の確立および放流効

果の把握を行い,栽培漁業技術の確立を目指す｡

磯根資源の漁獲状況,資源変動の経過を把握するため,

下田市漁協白浜支所や南伊豆町漁協下流 ･伊浜支所の漁獲

実態を調べた｡白浜地区の資源状況は低位安定状態で,漁

獲サイズも小さくなっていた｡放流貝の混獲率は21.2%

であった｡下流 ･伊浜地区でも資源状況は悪 くなっている

傾向があり,放流員の混獲率は,下流地区では簡易潜水器

で33.0%,素潜りで38.3%,伊浜地区では簡易潜水器で

21.9%,素潜りで14.3%であった｡

放流適サイズを解明するため実験を行った｡各海域に稚

員を放流し,放流時殻長と調査時GM長組成を比較 した

結果,殻長 15mm未満と比べ15mm以上で生残率が高く,

殻長 30mm以上 で は生残率 に差がなか った｡ 殻長

15-30mmの間では差がなる場合と差がない場合があっ

た｡放流場所の転石数による放流適サイズを検討した結果,

転石数が少ない場合大型員でも生残数が少なく,転石数が

多いほどより小型員での生残する傾向がみられた｡

小形稚貝の放流効果を明らかにするために下流天然漁場

に放流 した平均殻長 15.3mm の稚 貝 は, 3年後 に

100.7mmに達 したが,磯焼けの発生により,4年半後で

も102.5mmと成長が停滞していた｡また,周辺漁場と放

流場所の問の貝の移出を調べるため,標識放流を行ったと

ころ,移動はみられなかった｡殻長組成および成長式や漁

獲量,放流数から白浜と下流地区の一般漁場での放流効果

を試算した｡平成7年放流群の7年間の回収率はそれぞれ

1.9%,6.2%であった｡

平成13-16年度藻食性魚類による大型褐藻類に対する

食害の実態把握に関する研究報告書

静岡県水産試験場伊豆分場

平成13-16年度藻食性魚類の大型褐藻類に対する食害の実態解明総括報告書,静 1-31(2005)

1.榛南海域 (磯焼け域)と伊豆海域 (カジメ群落域)で

の潜水観察の結果,両水域ではともに夏から秋にかけて

の高水温時期に藻食性魚類アイゴの食害が,伊豆海域で

は冬の低水温時期に藻食性魚類であるブダイの食害が発

生することが明らかになった｡

2.榛南海域で網囲いを利用しながらアイゴのカジメへの

食害を評価したところ,アイゴの食害量はカジメの自然

凋落量を上回り,個体の生残に大きな影響を及ぼしてい

ると考えられた｡

3.榛両海域と伊豆海域におけるカジメの生長と生育環境

(光,水温条件)の関係を検討 した結果,榛南海域では

光条件が悪く,カジメの生長が遅いことも明らかとなっ

た｡

4.榛南海域の磯焼けの持続要因としてはカジメ生産力の

低下をもたらす低レベルの光条件とアイゴによる食害が

推定された｡

5.榛南海域でアイゴの分布状況を把握し,資源量を試算

した｡今後はより多くのデータを蓄積した上で,より精

度の高い推定を行う必要がある｡

6.飼育実験からアイゴのカジメ採餌量と水温との間に正

の相関が認められ,20℃以上では採食に伴う葉部の脱落

量が採餌量に匹敵すること,15℃以下では採食が著しく

低下することを明らかにした｡これらの結果から,榛南

海域においてアイゴの食害が夏から秋にかけて顕著にな

る原因の一つとして,20℃以上の高水温が示唆された｡

7.飼育実験からカジメはアイゴの成長に寄与 していない

ことが明らかとなった｡

8.飼育実験においてアイゴにカジメと配合飼料を同時に

与えるとカジメ採餌量は減少したことから,カジメ以外

の餌料 (飼料)を用いたカジメ採食圧軽減策の可能性が

示唆された｡

9.アイゴのカジメとホンダワラ類に対する採食選択性に

ついての飼育実験から,ホンダワラ頬を混植することで

カジメ採食圧軽減策の可能性が示唆されたが,実験結果

は安定せず今後も検討が必要と考えられた｡

10.食害の制御については,比較的大きな規模の移植によ



りアイゴの採食圧から量的に免れ,同時に移植地周辺や

分布のみられる海域でアイゴを捕獲しカジメに対する採

食圧を軽減させることにより食害からの防除を図る方法

が考えられた｡さらに,アイゴの食害を受ける夏から秋
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にかけて防除綱や他の海藻類でカジメを保護することや,

海藻以外の代替餌による採食圧の軽減なども有効と考え

られた｡なお,防除網については強い波浪への耐久性,

メンテナンスの負担軽減等の考慮が今後必要である｡

藻食性魚類の藻場に及ぼす影響評価のための基礎資料

吉村拓*】･長谷川雅俊●2･霜村胤日人*2･尾上静正*3･内海訓弘♯3･桐山隆哉り･藤井明彦七月

平成13-16年度 藻食性魚類の大型褐藻類に対する食害の実態解明総括報告香,共著 1-40(2005)

藻食性魚類の海藻に対する食害の実態は詳 しく知られて

いなかった｡ しかし,近年の研究の進展によって藻食性魚

類の採食圧が磯焼けや衰退した藻場環境を持続させる要因

になっている実態が明確に示されるとともに,それらに発

生要因となっている可能性も示唆されてきた｡

ただし,野外において魚による食害を認識すること,す

なわち,採食痕の特徴や藻場に現れる変化に基づいて藻食

性魚類の関与を識別することは,今なお容易とは言いがた

い｡そこで,海藻に食害をもたらす藻食性魚類の採食痕の

特徴とその判別法,およびそれらの食害の結果と考えられ

る藻場の変動の様子を整理して示した｡

り西海区水産研究所

*2静岡県水産試験場伊豆分場

*3大分県海洋水産研究センター

*4長崎県総合水産研究所

日本最大の磯焼けは魚の影響 ?

長谷川雅俊*l

栽培漁業技術開発研究34(1),33-41(2006)

海藻を食べる魚たち一生態から利用まで-,成山堂書店,76-89(2006)

静岡県榛南海域には日本一の規模を誇るカジメ･サガラ

メ海中林があったが,磯焼けによって消失 してしまった｡

カジメの移殖試験の結果などから,榛南海域の磯焼けは次

のように考えられた｡｢磯焼け発生のベースに光環境の悪

化があり,それによってカジメ群落の生産力が低くなって

いる,さらに磯焼けの持続要因としてアイゴの食害が加わっ

ている｡｣

アイゴの資源量とカジメ摂餌量,カジメの生産量やカジ

メ･サガラメ海中林面積などから,榛両海域の磯焼けの発

生原因としてアイゴの食害かどうか検討したところ,発生

原因はアイゴの食害でないと判断された｡ しかし,最後に

残ったサガラメ群落の衰退に対しては大きく影響したと考

えられた｡2004年黒潮大蛇行による伊豆半島南部のカジ

メ磯焼けでは,ブダイの食害が大きく関係していると考え

られた｡

'l静岡県水産試験場伊豆分場

平成17年度資源増大技術開発事業報告書回帰型回遊性種

(トラフグ)

静岡県水産試験場浜名湖分場 ･漁業開発部 (2006)

1 標識放流技術

(独)水産総合研究センター南伊豆栽培漁業センターで

生産 し,浜名漁協および遠州漁協で中間育成 した種苗に,

NorthwestMarineTechnology社製のイラス トマ-標

識 (オレンジ色)を装着して新居町浜名港 (浜名湖)と磐

田市太田川河口 (遠州灘)の2か所へ,合計 31,035尾放
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流した｡

2 回収率の推定

延縄漁期の平成 17年 10月～平成 18年 2月の5か月間

に県内主要水揚げ市場で調査を行い,調査した3,467尾の

うち496尾にイラストマー標識が確認され,混獲率は14.3

%と高かった｡確認された標識魚は,1歳魚が 479尾

(97%)とほとんどを占め,それ以外はごくわずかであっ

たが,標識魚としてはこれまでの最高齢魚と推察される4

歳魚も2尾確認された｡

静岡県海域における延縄による放流群別推定回収率は,

H16矢作川河口沖放流群が 1.92%と最 も高 く,次いで

H16伊勢市放流群 1.26%,H16浜名港放流群 1.20%とこ

れら3群が高かった｡浜名港放流群の回収率は,県内で浜

名湖以外の外海域 に放流 した 10事例の平均回収率

(0.20%)と比べて約6倍高かった｡

3 漁獲状況調査

延縄における平成 17年度漁期の漁獲量は13.2トンで,

前年の60%,過去 10か年平均の29%であった｡漁獲物は

漁期を通 して1歳魚が主体であったが,漁期の経過と共に

急激に減少し,3歳以上の高齢魚の占める割合が高くなっ

た｡

アユ資源研究部会報告書 (平成15-17年度のとりまとめ)

静岡県水産試験場浜名湖分場 (2006)

アユは静岡県の河川漁業における最重要魚種となってお

り,資源量維持のための種苗放流も内水面漁協によって盛

んに行われている｡しかし,アユ釣りの好漁,不漁は稚魚

の天然遡上の多少による影響が大きく,年によっては著し

い不漁となる場合もあり,適正な資源管理による資源の増

大が急務と考えられる｡そのためには現在置かれているア

ユ資源の現況を正しく評価しなければならない｡そこで,

本県を代表する天竜川において,アユ資源の再生産状況を

調査した｡

1 浮遊物質量 (SS)の測定

平成 15年及び16年は,SSの多い目が高頻度でみられ,

親アユが小型で流下仔魚数も少なく,濁りがアユの成長や

産卵に大きく影響 したと推察された｡平成 17年はSSの

多い日が少なく,親アユは大型に成長し,流下仔魚数も非

常に多かった｡

SSと透視度には強い相関関係 (R2-0.84)がみられ,

透視度の観測値からSSを推察することが可能であった｡

2 成熟度および流下仔魚調査

天竜川における産卵のピークは10月下旬～11月上旬,

仔魚の流下 (ふ化)のピークは11月上旬～中旬と推察さ

れた｡

EffectofChineseparsleyCoriandrumsativumand
chitosanoninhibitingtheaeeumulationofCadmium in

culturedrainbowtroutOncorhynchusmykiss

HuifengREN'1,HuijuanJIA*1,seunghwanKIM事1,MasashiMAITA書2,shuichiSato*3,

MinatoYASUI♯4,HideakiENDOt.andTetsuhitoHAYASH Iり

FisheriesScience,72(2),

Toxicheavymetalssuchascadmium(Cd)accumu-

lateinculturedfishfrom solid-form feedmixtures.

Inthispaper,twonaturallngredients,supposedto

inhibitaccumulation ofheavy metalsin thefish

body,Wereinvestigatedtodevelopafunctionalfeed

mixtureforhealthyfish.Threetestdiets:(i)♯1,

regulardietasnegativecontrol;(ii)#2,#1+2%

263-269 (2006)

lyophllizedChineseparsleyCoriandrLLmSatiuuTn(CP),'

and(iii)♯3,#1十3%chitosan(CT),wereeachfedto

50rainbowtroutOncorhynchusmyhissonceaday,at

theconstantrateof1.0-1.2%ofbodyweightfor12

weeks.Noundesirableeffectonfishgrowthwasob-

servedbyanadditionofeitherCPorCTtoregular

feed.Then,longCdwasaddedtolkgeachofthe



threetestdietsandtheywerenamedas:(i)#4,

#1+Cd;(ii)#5,#2+Cd;and(iii)♯6,#3+Cd,respec-

tively.Thefishgivenpositiveacontrolfeed(diet#4)

for3WeeksaccumulatedCdintheliverandkidney

atapproximately0.52mg/kg.However,Cdinordi-

narymusclewasfoundtobejustabovethedetection

limit.UponaccumulationofCd,threegroupsof50

fishwereeachfedtestdiets#4,#5,and#6for12

weeksatthesamefeedratedescribedabove.Thecon-

centrationsofCdaccumulatedintheliver,kidney,

andordinarymuscleofthefishweremeasuredevery

3weeks.Contrarytothepositivecontrolfishfeddiet

#4,thosefishfedtestdiets#5and#6accumulated

20-30%and25-40%lessCdintheliver,respectively.
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Testdietswerealittlelesseffectiveforinhibitionof

Cduptakeinthekidneythanthatobservedinthe

liver.TheseresultssuggestthatadditionofCPor

CTtofishfeedmightbeusedtodecreasetoxicheavy

metalaccumulationinfish.

" DepartmentofOceanSciences,TokyoUniversity

ofMarineScienceandTechnology(TUMST)

* 2TheGraduateSchoolofMarineScienceand

Technology,TUMST

*3DepartmentofMarineBiosciences,TUMST

*4 FujiTroutHatchery,ShizuokaPrefectureFisher-

iesExperimentStation
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